
1

対話システムのための
 

「なりきり質問応答」を用いた
 

質問応答ペアの収集とその応用

東中竜一郎* 堂坂浩二** 磯崎秀樹** 
*NTTサイバースペース研究所

 **NTTコミュニケーション科学基礎研究所

【2010年3月11日
 

言語処理学会第16回年次大会】



2

目的

• 雑談システム実現のため，対話システムのための
 発話ペアを大量かつ効率的に収集

• 発話ペア：

• 個性の実現やタスク外入力への対応のため
 システム毎に発話ペアの作成は必須

• 発話ペアが十分網羅的であれば，システムの応答能
 力が向上し，システムの満足度が向上

○ユーザの入力
○ユーザの入力に対するシステムの応答
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A.L.I.C.E. （レブナー賞受賞）の発話ペア

A.L.I.C.E.は約４７０００のパターンを使用

その他，国内の音声対話システム「たけまるくん」は
 ６０００の入力に対し３００の応答を利用（竹内ら，２００７）

○HAVE YOU SEEN BLADE RUNNER
○Sure I have seen it. 

But Replicants aren't Robots.

○YOU SOUND LIKE HAL
○To me that's a great compliment.
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問題

• 手作業による発話ペアの作成

– 大量のペアの準備が必要で高コスト

– 基本的にシステムごとに一から作成する必要

• 掲示板からの発話ペアの自動獲得

– ノイズが多い

– 不特定多数のやり取りが対象
 ⇒発話ペアが矛盾を含む・個性が一貫しない

• 個人のやり取りを大量に収集

– プライバシーの問題

– 絶対量がどうしても少ない・個人に高負担
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アプローチ：「なりきり質問応答」

• 有名人になりきって質問応答を行うことを
 趣旨としたサイトで発話ペアを効果的に収集

なりきり
ユーザ1

なりきり

 ユーザN

質問
ユーザ1

質問

 ユーザM

なりきり
人物

質問応答

応答 質問

いつか
リベンジします

明智光秀を
どう思いますか？

複数のなりきりユーザが
有名人になりきって質問に応答

本能寺の変では
びっくりしたぞ

発話ペア
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なりきり質問応答の利点

• ユーザの能動的参加の促進
– なりきる楽しさ→答えたくなる

– 自分の好きな人物に質問可能→質問したくなる

＜楽しさはデータ収集では重要＞ (von Ahnら）

• 複数人で１人物の応答を肩代わり

→個人の応答負担を軽減

→迅速な応答
 →効率的な質問応答サイクルの実現

• プライバシーの問題が比較的少ない
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データ収集実験

• なりきり質問応答サイトを構築

– 初期状態として４人物・１２質問・３６応答を登録

• 実験参加者

– ５０名（男女同数）・自宅から参加

– 謝礼あり（一定額を支給）

• 教示

– 期間内に１００の投稿（質問または応答）を行う

– 質問・応答はなるべく同数にする

– 自演応答はカウントに含まない

• 期間：３週間
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ユーザ／サイト全体の投稿数

ユーザが登録した人物の一覧

なりきり質問応答サイト
 

トップ画面



9

質問

ユーザの
なりきり応答
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結果：収集されたデータの概要
登録された人物数 397
質問数 2502
回答数 3838
投稿の総数 6340
自演応答数 213
１５０以上投稿したユーザ数 9
２００以上投稿したユーザ数 3
１質問に回答したユーザ数 1.62
１人物あたりの回答ユーザ数 5.21

•規定数を超える投稿数
•１人物のやり取りを複数のユーザ（低負担）で実現
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評価：５０ユーザの主観評価（５段階）
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 使いやすさ
サイトをまた

 使ってみたいか
なりきりを

 楽しめたか

なりきる楽しさがデータ収集に有効に機能

なりきり質問応答は
 発話ペアの収集手法として有効

(SD:0.92)
(SD:1.12)

(SD:0.72)
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おまけ：収集した発話ペアの応用

• 有名人対話システムの作成

– 各有名人に対して得られた発話ペアを用いて，
 その人物らしく応答する対話システムが実現可能

• 問題

– 人物によっては発話ペアが少なく応答に限界

• 解決策

– 他の人物の発話ペアを利用して応答

– ４手法（単語類似度，質問分類制約，人物間距離，
 質問分類制約＋人物間類似度）を提案

– 入力質問と類似する質問を持つ発話ペアを検索

• 他人物の発話ペアを用いた質問応答実験を実施
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評価結果：応答内容の適切さ
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人物間類似度

単語類似度（内容語ベクトルのコサイン類似度）の閾値

単語類似度の閾値（０．７）以上の
 質問のペアを利用することで，

妥当な内容の応答が可能

質問分類制約＋人物間類似度

単語類似度

質問分類制約

（７段階評価，９６７質問について評価）
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４つの相互利用手法の出力例

質問対象：ビル・クリントン
質問：「影武者はいますか？」

○
○危なくなったときに、かくまってくれそうな人なら何人か。

単語類似度

○
○えー作るヒマないですよぉー

質問分類制約

○
○決して油断できぬヤツだな

人物間類似度

○
○敵が多すぎて特定は出来ない。

 尊敬するリンカーンの末席に並べたのが幸せ。

質問分類制約
＋人物間類似度

それは答えられないな。（オリジナル回答）
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４つの相互利用手法の出力例

質問対象：ビル・クリントン
質問：「影武者はいますか？」

○仲のいい友達はいますか？
○危なくなったときに、かくまってくれそうな人なら何人か。

○彼氏はいますか？
○えー作るヒマないですよぉー

○ルーズベルトをどう思いますか？
○決して油断できぬヤツだな

○あなたを撃った人間に心当たりはありますか・・・？
○敵が多すぎて特定は出来ない。

 尊敬するリンカーンの末席に並べたのが幸せ。

単語類似度

質問分類制約

人物間類似度

質問分類制約
＋人物間類似度

杉田かおる

安藤美姫

チャーチル

Ｊ．Ｆ．ケネディ

それは答えられないな。（オリジナル回答）
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まとめと今後の課題

• 対話システムの発話ペアの収集法として
 「なりきり質問応答」を提案

⇒データ収集実験によって有効性を検証

• 発話ペアの再利用手法を提案
 ⇒評価実験により一定の有効性を検証

• 今後の課題

– 収集された発話ペアの質の確保

– 発話ペアの実際の対話システムへの応用

– 大規模データ収集実験の実施
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